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☆ 学校探検～１年生～
入学して約１か月、教室で過ごす

ことにも慣れてきた１年生。他の教
室を知るために、５月１２日(月)に、
学校探検を行いました。
理科室では人体模型やロケット

を、保健室では大きな歯の模型を、
校長室ではたくさんの歴代の校長先
生の写真を見て、興味津々の児童で
した。他にも、図書室、職員室、事務室、特別支援学級にも
行きました。
これから、もっと学校のことを知って、学校を好きになっ

てほしいです。

☆ 民生委員児童委員さん、主任児童
委員さんとの挨拶運動
５月１４日(水)の朝は、７時２０

分から、民生委員児童委員さん、主
任児童委員さんと本校の生活委員会
の５・６年生が一緒に門川小学校の
正門に並び、挨拶運動を行いました。
さらに、５・６年生に憧れをもって
いる下級生も加わり、元気のよい挨
拶がいつも以上に響く朝の正門となりました。
これからも、元気な挨拶が飛び交う気持ちの良い朝が、毎

日迎えられることと思います。
民生委員児童委員、主任児童委員の皆様、ありがとうござ

いました。

☆ 不審者対応訓練
５月１４日(水)の２校時は、校内

に不審者が侵入した時に備えて、不
審者対策避難訓練を行いました。
訓練には、門川交番の方々にご協

力をいただき、不審者侵入時の初期
対応の仕方、職員間での連絡方法、
各教室での対応、さすまたや警棒の使い方等、危険を回避す
るための行動の仕方について、改めて職員も確認しました。
児童も運動場に避難した後に警察官からお話をしていただ

き、自分たちの命を守るためにどのように行動すれば良いの
かしっかりと確認できました。
門川交番の皆様、ありがとうございました。

☆ サツマイモの苗植え～２年生～
５月１４日（水）に、２年生がサ

ツマイモの苗植えをしました。
苗植え当日は、地域のボランティ

アの方々に植え方を教えてもらいな
がら、一本ずつ丁寧に植えていきま
した。令和４・５年度は不作でした
が、昨年度の令和６年度は豊作でし
た。今年度も豊作であることを願い
つつ、「たくさんサツマイモが収穫できたら、『おいもパーテ
ィー』をしましょうね。」と約束しました。
収穫までの約半年間、お世話や観察をしながらサツマイモ

が大きくなることを楽しみに待ちたいと思います。
地域のボランティアの方々は、今回だけでなく、事前の除

草、畑の耕し、畝作り、マルチ(黒いビニール)の設置等、今
回の苗植えに至るまでの下準備も、貴重な休日にしてくださ
いました。本当に感謝しています。ありがとうございました。

☆ 春の遠足
５月１６日(金)は、児童が待ちに待っていた春の遠足でし

た。雨が気になる天気でしたが、何とか降らずにどの学年も
予定どおりに行うことができました。
《目的地》
１年生…宮ヶ原第２公園
２年生…クリエイティブセンター門川、上ノ町街区公園
３年生…門川町中央公民館、門川町歴史民俗資料館、

門川町役場、本町街区公園
４年生…日向東臼杵広域連合清掃センター、

日向市権現原浄水場、お倉ヶ浜南公園
５年生…門川町社会福祉協議会、夕刊デイリー新聞社、

延岡植物園
６年生…延岡城・内藤記念博物館、九州医療科学大学
その中で、５年生の様子を紹介いたします。
門川町社会福祉協議会では、福祉

について学んだり、動画を通してい
ろいろな人の気持ちや考えにふれた
りすることで、福祉への関わり方を
学ぶことができました。また、門川
町社会福祉協議会が、どのような活
動をしているのかも知ることがで
き、とてもよい時間になりました。
夕刊デイリー新聞社では、実際に

新聞をいただき、新聞ができるまで
の説明を受けたり、どのように印刷
されているのか実際にその場所を見
学させてくださったりして、児童は
驚きの連続でした。
その後、延岡植物園へ移動して、

みんなニコニコ笑顔でのランチタイムでした。
昼食後は、ドッジボールやバレーボール、遊具遊び、おに

ごっこ等、みんな仲良く遊んでいました。
とても楽しい思い出ができました。

○ ２日(月) 個人面談 ※ １０日(火)まで
○ ６日(金) メディア講話(４～６年生)
○ １１日(水) プール開き(１・６年生) ※ ２～５年生は、後日
○ １２日(木) ノーメディア読書デイ
○ １５日(日) 門川町ＰＴＡ協議会ミニバレーボール大会
○ １６日(月) 全校集会(委員会活動の紹介)
○ ２０日(金) 学校参観日(４～６年生)
○ ２３日(火) 内科検診(２・４年生)
○ ２４日(火) 学校参観日(１～３年生)

給食試食会(１年生の希望する保護者)

あいさつ思い出エピソード
ペンネーム はなまる様 ４０歳代

青色パトロールをしていると、門川町の子どもたちが元気いっぱい
挨拶をしてくれます。「こんには！」と大きな声をかけてくれるだけ
でなく、時には、敬礼までしてくれることもあり、思わずこちらも笑
顔に！
そんな子どもたちの姿を見るたびに、「この町の未来は明るいな。」

と感じます。私たちが見守っているつもりが、実は子どもたちから元
気をもらっているのかもしれません。
これからも、笑顔と挨拶があふれる門川町であり続けてほしいと

願っています。


